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上里町シルバー人材センター 

TEL・FAX 0495-33-4231 

会報第1５号 (20１2 年 4 月) 

会員入退会の状況 2012/3/31現在 平成 23年 4月 30日より増減 男性  148人 15人減 女性    61人   8人減 合計  209人 23人減 
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平
成
二
十
三
年
度
    

第
二
回
総
会

第
二
回
総
会

第
二
回
総
会

第
二
回
総
会
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て
    

 

平
成

二
十

四
年

三
月

三
十

一
日

（
土

）
上

里
町

男
女

共
同

参
画

推
進

セ
ン

タ
ー

に
て
出

席
者

五

十
七

名
、

委
任

状
百

三
十

名
の

多
数

の
参

加
を

い
た

だ
き

開
催

さ
れ

ま
し

た
。
 

 
久

保
次

長
の

司
会
で

、
花

形

理
事

長
の

挨
拶

を
頂

き
、

清
水

議
長

の
進

行
で

第
二

回
総

会
が

行
わ

れ
ま

し
た

。
 

 
今

回
の

総
会

は
理

事
長

の
挨

拶
で

も
触

れ
ま

し
た
様

に
、

社

団
法

人
上

里
町

シ
ル
バ

ー
人

材

セ
ン

タ
ー

で
の

最
後

と
な

り
ま

す
。

次
回
か

ら
は
公
益

社
団

法

人
で

の
総

会
に

な
り
ま

す
。
 

 
今

回
の

総
会

は
、
当

初
開

催

の
必

要
な

い
と

の
こ
と

で
進

ん

で
い

ま
し

た
が

、
急
遽

連
合

か

ら
の

指
導
で

開
催
と
な

り
ま

し

た
の

で
、

議
案

等
は
な

く
会

員

か
ら

の
意

見
を

聞
く
こ

と
が

主

な
目

的
と

し
た

総
会

と
な

っ
て

お
り

ま
す
。
 

 
報

告
事

項
と

し
て
、

公
益

社

団
法

人
へ

の
移

行
状
況

が
あ

り

ま
し

て
、

順
調

に
進
捗

し
て

お

り
平

成
二

十
四

年
四
月

一
日

に

公
益

社
団

法
人

上
里
町

シ
ル

バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
が
登

記
さ

れ

ま
す

。
 

 
又

、
派

遣
事

業
に
つ

い
て

は
、

就
業

人
数

も
増

加
し

て
い

ま
す

。
 

 
そ

の
他

で
、

当
セ
ン

タ
ー

の

運
営

等
に

つ
い

て
質
疑

応
答

あ

り
ま

し
て
、

就
業
状
況

の
公

開

に
つ

い
て

質
問

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 
個

人
情
報

は
公

開
で

き
な

い

が
、

そ
れ

以
外

は
掲
示

板
や

ホ

ー
ム

ペ
ー
ジ

で
順
次

開
示

す
る

方
向

で
あ
る

回
答

が
あ

り
ま

し

た
。
 

 
最

後
に
、

斉
藤
副
理

事
長

に

閉
会

の
挨
拶

を
頂
き
ま

し
た

。
 

  

 

  

  



平成二平成二平成二平成二十十十十三年度三年度三年度三年度
    

交交 交交
    
通通 通通
    
安安 安安
    
全全 全全
    
講講 講講
    
習習 習習
    
会会 会会
    

三
月
十
七
日
（
十
時
～
十
一
時
二

十
分
）
多
目
的
ス
ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
に

お
い
て
多
数
の
会
員
参
加
の
も
と
開

催
さ
れ
た
。
（
参
加
者
 
八
十
一
名
）
 

佐
藤
安
全
委
員
長
、
久
保
事
務
次

長
の
挨
拶
の
後
、
本
庄
警
察
署
交
通

安
全
教
育
担
当
の
中
村
京
子
講
師
に

よ
り
本
題
に
入
り
ま
し
た
。
 

今
年
に
入
り
今
日
ま
で
の
埼
玉
県

内
の
交
通
事
故
死
亡
者
は
四
十
五
名

で
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ
る
。
 

不
名
誉
な
事
で
す
が
毎
年
上
位
に

入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

年
代
別
で
は
、
高
齢
者
が
六
十

三
％
、
発
生
状
況
別
で
は
歩
行
中
と

自
転
車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
が
圧

倒
的
に
多
い
。
 

高
齢
者
が
事
故
に
遭
遇
し
な
い
た

め
に
強
調
さ
れ
た
の
は
、
年
令
に
伴

い
体
力
・
判
断
力
が
衰
え
て
く
る
こ

と
を
自
覚
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
 

横
断
歩
道
を
渡
る
に
し
ろ
、
若
い

人
に
比
べ
約
二
倍
時
間
が
掛
か
る
そ

う
で
す
。
 

前
後
・
左
右
を
確
認
し
て
、
車
両

が
見
え
た
ら
横
断
を
し
な
い
位
の
行

動
が
必
要
で
あ
る
。
 

自
転
車
を
使
用
す
る
時
に
は
、
あ

く
ま
で
も
車
両
で
あ
り
法
令
を
守
る

こ
と
。
（
左
側
通
行
、
や
む
を
え
ず
歩

道
を
走
る
と
き
は
車
道
側
を
走
る
）
 

飲
酒
で
乗
る
等
は
絶
対
に
し
な
い

こ
と
。
 

ビ
デ
オ
放
映
、
配
布
さ
れ
た
自
転

車
運
転
マ
ナ
ー
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

内
容
は
全
て
高
齢
者
の
事
故
防
止
の

た
め
の
内
容
で
し
た
。
 

体
力
の
反
応
を
確
認
す
る
た
め
に
、

講
師
が
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
全
員
参

加
で
指
運
動
（
ジ
ャ
ン
ケ
ン
）
を
や

っ
て
み
せ
納
得
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
 

約
一
時
間
半
の
講
習
会
で
し
た
が

全
員
熱
心
に
受
講
さ
れ
て
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。
 

  

 

 

 

 

 

 



新新 新新
    
年年 年年
    
会会 会会
 

一
月
二
十
一
日
（
土
）
に
、

新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
も
、
多
数
の
参
加
者
が

有
り
、
和
気
あ
い
あ
い
と
会
員

親
睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
 

始
め
に
花
形
理
事
長
か
ら
、

公
益
法
人
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
組
織
に
移
行
し

た
件
等
を
含
め
て
、
会
員
が
健

康
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
任
務
を

果
た
さ
れ
る
事
を
望
ま
れ
て
い

る
と
の
話
を
受
け
ま
し
た
。
 

来
賓
と
し
て
、
高
野
副
町
長

か
ら
、
町
の
情
勢
や
、
シ
ル
バ

ー
会
員
の
評
判
の
良
い
活
躍
等

話
さ
れ
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
 

乾
杯
の
後
、
会
員
唯
一
の
憩

い
の
場
に
か
わ
り
、
カ
ラ
オ
ケ

等
、
見
知
ら
ぬ
会
員
と
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
を
し
た
り
、
絆
を
深
め
、

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

今
年
も
会
員
同
士
の
親
睦
を

図
る
こ
と
が
出
来
、
楽
し
い
新

年
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
 

    

    

    

    

    

    

        

    

    

    

    



  
私

 
の

 
趣

 
味
 

         
金

 
子

 
誠
 

    
 

上
里

ゴ
ル

フ
場

で
二

年
程

お
世

話

に
な

っ
て

お
り

ま
す

。
 

 
私

の
趣

味
は

、
手

打
ち

そ
ば

で
「

七

本
木

手
打

ち
そ

ば
愛

好
会

」
の

会
員

と
し

て
、

毎
月

最
終

土
曜

日
に

七
本

木
公

民
館

で
習

っ
て

い
ま

す
。
 

 
会

員
は

、
十

四
名

で
（

内
女

性
三

名
）
、

講
師

の
先

生
と

十
五

名
で

す
。

会
員

の
職

業
は

、
現

職
者

、
退

職
者

、

主
婦

等
で

構
成

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

 
そ

ば
は

、
非

常
に

デ
リ

ケ
ー

ト
な

も
の

で
、

茹
で

上
が

り
二

～
三

分
で

延
び

て
味

も
変

わ
る

と
い

い
ま

す
。
 

 
挽

き
た

て
・

打
ち

立
て

・
茹

で
た

て
を

そ
ば

の
「

三
た

て
」

と
い

い
、

茹
で

上
が

り
を

素
早

く
食

べ
る

こ
と

を
お

勧
め

し
ま

す
。

又
、

秋
口

に
収

穫
さ

れ
る

新
そ

ば
は

、
香

り
が

良
く

、

色
も

良
く

格
別

で
す

。
 

 
そ

ば
の

産
地

は
、

北
海

道
か

ら
九

州
鹿

児
島

ま
で

全
国

十
一

カ
所

が
有

り
ま

す
が

、
関

東
で

使
用

す
る

そ
ば

の
産

地
で

は
特

に
北

海
道

・
長

野
・

茨
城

が
有

名
で

す
。
 

 
そ

ば
は

、
一

般
的

に
十

割
そ

ば
、

二
八

そ
ば

が
有

名
で

す
が

、
私

た
ち

は
そ

ば
粉

八
、

小
麦

粉
二

の
二

八
そ

ば
を

打
っ

て
い

ま
す

。
 

そ
ば

作
り

の
道

具
は

、
木

鉢
、

麺

棒
、

そ
ば

切
り

包
丁

、
こ

ま
板

（
そ

ば
を

切
る

時
の

定
規

の
役

目
）
、
生

船

（
切

っ
た

そ
ば

を
入

れ
る

箱
）
、
の

し

台
、

あ
げ

ざ
る

が
必

要
で

す
が

、
代

用
で

き
る

物
も

多
々

あ
り

ま
す

。
 

 
木

鉢
で

の
作

業
に

は
、

水
回

し
、

練
り

が
あ

り
ま

す
が

、
水

回
し

で
は

、

数
滴

の
水

で
そ

ば
の

表
情

が
変

わ
り

ま
す

の
で

特
に

注
意

が
必

要
で

す
。
 

 
の

し
台

で
、

本
の

し
、

仕
上

げ
、

た
た

み
、

切
り

を
行

い
、

釜
前

で
の

作
業

に
入

り
、

茹
で

る
、

こ
れ

が
そ

ば
打

ち
の

流
れ

で
す

。
 

 
そ

の
他

に
、

そ
ば

つ
ゆ

講
習

、
そ

ば
サ

ラ
ダ

、
カ

レ
ー

南
蛮

、
天

ぷ
ら

そ
ば

等
を

習
っ

て
い

ま
す

。
 

 
又

、
年

に
一

度
新

年
会

を
兼

ね
、

信
州

、
茨

城
方

面
の

そ
ば

の
本

場
に

、

究
極

の
そ

ば
を

求
め

、
試

食
会

と
観

光
旅

行
を

行
っ

て
親

睦
を

深
め

、
和

気
あ

い
あ

い
と

そ
ば

打
ち

を
楽

し
ん

で
い

ま
す

。
 

 
シ

ル
バ

ー
会

員
の

皆
様

も
一

度
見

学
に

来
て

み
ま

せ
ん

か
。
 

 
併

せ
て

、
そ

ば
愛

好
会

の
会

員
も

募
集

し
て

い
ま

す
。

一
緒

に
そ

ば
打

ち
を

楽
し

み
、

美
味

し
い

そ
ば

を
食

べ
て

み
ま

せ
ん

か
。
 

 
 

連
絡

先
 

金
子

 
誠
 

 
 

 
 

 
 

 
三

三
―

五
四

八
九
 

 
 

 

 

 



 
    

 

 

    

    

        配配配配分分分分金金金金のののの支払日支払日支払日支払日                行事予定行事予定行事予定行事予定（（（（４４４４月月月月～～～～６６６６月月月月））））    

 

４月分   ４月１０日(火)         ４月 １日(日) 理事会  

５月分   ５月１０日(金)         ６月       定期総会 

６月分   ６月１１日(月)          

                                    編編編編    集集集集    後後後後    記記記記    

すっかり春らしくなりましたが、まだまだ寒い日もありますので体調に十分 

留意し、健康と交通安全にも注意し、毎日を元気で過ごしましょう 

 

 

発行発行発行発行    公益公益公益公益社団法人社団法人社団法人社団法人    上里町上里町上里町上里町シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材センターセンターセンターセンター    

                                                                                            上里町大字神保原町上里町大字神保原町上里町大字神保原町上里町大字神保原町１４０１１４０１１４０１１４０１    

                                                                                            ℡℡℡℡・・・・FaxFaxFaxFax０４９５０４９５０４９５０４９５－－－－３３３３３３３３－－－－４２３１４２３１４２３１４２３１    

 

 

シルバーシルバーシルバーシルバー人材人材人材人材センターセンターセンターセンター広報委員会広報委員会広報委員会広報委員会よりのおよりのおよりのおよりのお知知知知らせらせらせらせ    

 

 「シルバーだより」は年に 4回発行をしており、5名の広報委員で構成されていま

す。 

 ４月（今月号）で委員 5 名の内、鹿山進さん・林ケイ子さん・両角征子さんの 3

名の方が退任されました。「シルバーだより」の掲載記事の収集・構成・コピー・製

本等、大変お世話になり、ありがとうございました。 

 次号より、斉藤正美・湯浅功一と、新しく野口秋男・田中三男・佐藤義忠の３名の

方が委員となり、５名の委員で委員会を開催し会員の皆様に様々な情報を発信してい

きたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

 また、会員の皆様より「私の趣味」「職場紹介」や旅行の好きな方には旅行先での

出来事、また日常での出来事等何でも結構ですので広報委員又はシルバー事務所まで

連絡・投稿をお願いいたします。 

 


